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夜
空
を
彩
る

　
松
浦
の
夏

御
厨
夏
祭
り
（
松
浦
商
工
会
議
所
御
厨
支
部
並
び
に
青
年
部

主
催
）
が
7
月
20
日
に
御
厨
港
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
例
年
、
青
年
部
で
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
親
会

と
合
同
で
実
施
。

　
約
30
年
ぶ
り
に
１
，
１
４
０
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

御
厨
の
夜
空
を
飾
り
ま
し
た
。

１ ２

３ ４ ５

1_ 祭りのフィナーレを
飾った花火は漁港内の堤
防から打ち上げられた
2_ 会場に溢れんばかり
の人が訪れた 3_ 射的や
スーパーボールすくいは
子どもたちの行列ができ
た 4_ 爽やかな潮風が吹
く中で食事を楽しんでい
た 5_ ㈱三陽からアジフ
ライが無料配布され、あっ
という間になくなった
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２
０
２
４
疫
神
社
夏
祭
り
今
福
花
火
大
会
（
松
浦
商
工
会
議
所
今
福

支
部
主
催)

が
7
月
27
日
に
今
福
港
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
詰
所
付
近
に
あ
る
疫
神
社
で
疫
病
退
散
の
祈
り
が
捧
げ
ら

れ
夏
祭
り
が
ス
タ
ー
ト
。

　
会
場
で
は
模
擬
店
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
、
た
く
さ

ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
祭
り
の
終
盤
に
は
、
１
，
2
０
０
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

頭
上
に
咲
く
色
と
り
ど
り
の
花
火
に
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
魅
了
さ

れ
て
い
ま
し
た
。



Matsuura City Public Relations,2024.94

１

２

３ ４ ５

６

1_ 迫力のある太鼓の音色がまつり会場に響き渡った
2_P-1 グランプリは、カラオケで角田さんがグランプリを勝ち
取った 3_ 無病息災を祈り平戸神楽の折

おしきまい

敷舞が捧げられた　　
4_ ステージイベントはたくさんの見物客で埋め尽くされた　　
5_ 疫病退散の祈りが捧げられた疫神社
6_ 海沿いでは親子がこれから上がる花火を思い描いていた

　
第
71
回
志
佐
町
納
涼
花
火
大
会
（
志
佐
商
工
振
興
会
主
催
）
と
精

霊
船
流
し
（
浦
区
会
主
催
）
が
、8
月
15
日
に
志
佐
大
橋
（
鹿
ノ
爪
橋
）

周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
浦
太
鼓
道
行
き
か
ら
始
ま
り
、
大
抽
選
会
、
精
霊
船
道
行
き
が

あ
っ
た
後
、
１
，
０
０
０
発
の
花
火
が
夜
空
と
川
面
を
鮮
や
か
に
染

め
幻
想
的
な
景
色
が
広
が
り
ま
し
た
。

1_ 大抽選会には抽選券を
握りしめた多くの人が集ま
り、番号の発表を心待ちに
していた 2_ 松浦太鼓の力
強い演奏を先頭に精霊船の
道行きが始まった。故人の
親族や知人らが船を担ぎ松
浦駅前交差点から鹿ノ爪橋
まで移動、橋の上で折り返
し、船を見送った 3_ 多く
の人が橋周辺に集まり花火
に見入っていたMatsuura City Public Relations,2024.9４

１ ２

３

　第７１回　志佐町納涼花火大会


